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紀貫之が春の訪れを「袖ひちて むすびし水の こほれるを 春立つけふの 風やとくらむ」と詠んで

います。「夏に袖を濡らしてすくいあげた水が、冬になって凍ってしまったのを、立春を迎えた今日の

暖かい風が溶かすだろう」、そんな意味の短歌ですが、たった３１文字に夏と冬と春の季節を詠み込ん

だ素晴らしい歌だと思います。高校生の時に習った短歌だと記憶していますが、２月になり、春の足

音が遠くから聞こえてくると、今でもこの歌を口ずさんでいます。１月下旬の記録的な寒波の影響で、

今年も寒さの厳しい日々が続いていましたが、「冬来たりなば春遠からじ」。春はもうすぐです。

さて、先日、東中学校で６年生とその保護者を対象とした入学説明会が開催されました。会の冒頭、

東中学校の永田校長先生から「入学式ではしっかりと返事をしてほしい」というお願いがありました。

「中学生になっていまさら返事」と思った方もいたかもしれません。しかし、中学校でも、社会人に

なっても、返事は学校生活、社会生活における基本的なマナーであることは、小学校と変わりありま

せん。中学生になっても大人になっても、しっかりとした返事ができることは大切なことです。

ただ、大きな声で返事をすることにどこか恥ずかしさがあるのでしょうか。美九里東小学校でも、

朝礼などで呼名されたとき、低学年生が体育館に響き渡るような声で返事ができるのに、学年が上が

るに従って、少しずつ小さく、弱々しいものになっていく傾向があるのは残念です。

確かに返事は声が大きければ良いというものではないかもしれません。その場に適したふさわしい

音量というものはあります。しかし、返事は、「あなたの言葉をしっかりと受け止めました」という意

思表示です。学校生活、社会生活を円滑に送るうえで欠かすことのできないものです。声の大きさに

かかわらず、その返事が相手に伝わらなければ、返事をしたことにはなりません。相手の思いを受け

止めたことにはならないのです。

６年生のみなさんは中学校でがんばりますという強い意志を、中学校の入学式で披露できるよう、

残りの小学校生活でも最上級生としてふさわしいしっかりとした返事を期待しています。そして、そ

んな６年生を見本に、１年生から５年生のみなさんも普段からしっかりと大きな声で相手に伝わる返

事ができるようにしましょう。

ところで、私は、例えば病院の待合室で名前を呼ばれたときに返事をする大人が少ないことが常々

気になっています。返事がないため、受付の方が何度も何度も名前を呼んでいるのに、当の本人は他

人事のように無言でのっそりと立ち上がる。病院なので待合室に響き渡るような声で返事をする必要

はないでしょう。しかし、大人とはいえ、「あなたの言葉をしっかりと受け止めました」という意思を

「返事」として表すことは大切なことです。私は病院で名前を呼ばれたときは、必ず受付の方に聞こ

える程度の声で返事をします。待合室にいるほかの大人から怪訝な顔で見られることも時にはありま

すが、正しいことをしているので気になりません。風邪で声が出ない、受付から遠くに座っている場

合は、返事の代わりに挙手で意思を伝えることもあります。

家庭や地域の大人を見て子どもは育ちます。しっかりした返事ができる子どもを育てるためには、

我々大人が良い見本となるような行動をとっていかなくてはなりません。新たな春にむけ、引き続き

ご理解とご協力をお願いします。

まもなく訪れる春に向けて～返事をしっかり～



１月２１日（木）、教育庁舎において、「令和７年度いじめ問題解決に向けた子ども会議」が開催

されました。藤岡市の各小中学校の代表者２名が集い、「笑顔、やる気、希望いっぱいの学校づくりに

向け私たちができること」をテーマに、「自分たちの行動で安心安全な環境をつくり、いつも気持ちの

こもった行動がとれるように」するための取組やどんな意識で行動すれば良いかを話し合いました。

美九里東小学校からは、５年生の高田彩音さん、中里琉維さんが参加してくれました。グループ協

議やまとめのときには、しっかりと自分の意見を言うこともでき、いじめ問題解決に向けて前向きな

取組となりました。

各一貫校ごとのグループ協議のあと、グループで話し合われたことを発表しましたが、東一貫校か

らは、「帰りの会に『今日自分が生活していて思った友達の良かったところ』を言う」、「周りを見て

相手の気持ちを考えから発言、行動する」、「いいなと思ったら自分も取り入れて行動する。」「自分が

手本になる」といった意見が出されました。

いじめは絶対にいけないことです。ただ、いじめがなく

ならない理由の一つに、「いじめの取り巻き（いじめを見

て囃し立てたり、にやにや笑ったりする）」や「いじめの

傍観者（いじめに対して自分は関係ないと見て見ぬふりを

する）」がまだまだ少なくないからかもしれません。

美九里東小学校ではいじめは絶対にゆるさない。そんな

強い思いをこれからも、全教職員と全児童、家庭と地域全

体で共有し、実践していきます。

１月３０日（金）に来年度美九里東小学校へ入学する子どもたちの保護者を対象とした入学説明会

を行いました。現時点では来年度は１１名の新入生が入学してくる予定です。１０月に行われた「就

学時健康診断」では、どのお子さんもみんな元気いっぱいで、この子たちが新しい美九里東小学校の

一員なるのかとワクワクしたのを覚えています。

３学期は次の年度に向けた準備の学期でもあります。美九里東小学校で新入生を迎える児童のみな

さんも、上級生としてふさわしい行動がとれるよう今からしっかり準備をしておきましょう。

３（火）委員会、薬物乱用防止教室（６年） １３（金）PTA本部役員会
４（水）スクールカウンセラー １７（火）クラブ（３年見学）

５（木）そろばん教室（３年） １８（水）給食指導（６年）

６（金）プラネタリウム見学（４年） ２０（金）授業参観・PTA年度末総会
１０（火）母校訪問【東中１年】 ２４（火）クラブ【最終】

１２（木）読み聞かせ ２５（水）東中訪問（６年）

ボランティアチューター来校（～２５日）２６（木）ながなわ大会【業前活動】

２月の予定

いじめ問題解決に向けた子ども会議

美九里東小入学説明会


